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元首政則ローマ帝国西部の皇帝礼拝

－ガリアのアウグスターレースを手がかりにー

山　本　晴　樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　ローマ皇帝礼拝に関しては、その一端として、重要な担い手であるアウグスターレースについ

ても研究が積み重ねられており、とりわけR.デュトワ（Duthoy）が1970年代に精力的に一連の

成果を公にした几そこでは、一般に考えられているアウグスターレースの宗数的機能よりもむ

しろ、その社会的・経済的機能が垂要視された。彼によれば、アウグスターレースという役職は

解放奴隷の富裕層にとって自らの社会的認知を得るためのものであり、それに就任することによ

って彼らは社会的無名性から脱却した。そうして一年任期のアウグスターレースを経験したもの

たちは次第に一つの階層を形成し、遅くとも２世紀には帝国西部の都市において都市参事会員に

次ぐ第二の地位を獲得することになる。しかし３世紀後半になると急速にその機能を失ってい

く。

　　このようなデュトワのアウグスターレース理解は、これまであまり注目されることの少なか

ったアウグスターレースという存在の重変性を認識させた。というものアウグスターレースは元

首政利にその成立・発展・衰退のサイクルを経験しており、まさしくこの時期特有の現象であ

り、それ故ローマ元首政の性格を特長づける重要な要素の一つと目されるようになったからであ

る。ただデュトワは皇帝とアウグスターレースの直接的な関係については明確な像を提示したと

はいいがたかった。したがって、あらためて両者の関係の究明が次の課題となっている。

　本橋では筆者がこれまで取り組んできた属州ガリアのアウグスターレース（2）に即してアウグス

ターレースと皇帝の関係をみてみる。属什|ガリアは帝国西部の他の地域と比べると、比較的緊く

皇帝礼拝が形成されたように思われ几アウグスターレース関連の碑文も多く見いだされるから

である几ここでは、アウグスターレースが皇帝と関わりのある碑文をあらためて検討しなおす

ことによって、アウグスターレースと皇帝との関係の解明にひとつの筋道をつけてみたい。とい

うのも1980年代末から、帝目西部における皇帝礼拝をあらためて研究してきたD.フィッシュウ

ィック（Fiehwick）はアウグスターレースの宗数的機能を再認識しており几その点てアウグス

ターレースと皇帝とのつながりに関して再検討の必要が出てきたように思われるからである。

一

一

　それでは、あらためて属州ガリアにおいてアウグスターレースが皇帝とつながりをもつ碑文を

検討してみることにしたい。幸いこれらの碑文については既にデュトワが収集しており几われ

われはそれを参考にできる。以下はその関連碑文を、年代が確定できるものは時代順に、時期不

明のものはその作文の毎回順に並べたものである。
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[1]REA 24 (1922)，253(coloniaMaritima=Martigues?,40年)

[2]CIL XII,4341(Narbo=Narbonne,98年)

[3]CIL XIII,1751(Lugdunum=Lyon,160年)

[4]CIL XIII,6366(Sumelocenna=Rottenburg,225年)

[5]CIL XIII,4192(Reinsporth，時期不明)

[6]CIL XIII,4325(Divodurum＝Metz，時期不明)

[7]CIL XIII,5026(Lousonna=Lausanne，時期不明)

[8]CIL xm,5042(Minnodunum＝Moudon，時期不明)

[9]CIL XIII,8499(Divitia=Deutz，時期不明)

　これらの碑文をみると、その年代が判明しているものは、１世紀半ばから３仲兄前半までの３

世紀聞にわたっている。またその発見場所に関していえば、大半が属什|ガリア、なかでも内陸部

のトレース・ガリアエが、さらに言えばゲルマニアとの境界地域が多くみられる。以下それぞれ

の碑文を個別的に検対してみよう。

［1］REA 24（1922）､253（coloniaMaritima=Martigues？、40年）

　この碑文は二つ部分からなりたっており、一つ（a）はフランス南部ローヌ川河口近くで、他（b）

　はマルセイユ近郊で発見されている。（b）の碑文の年代は記載のコンスル暦からカリグラ帝

　の40年である几

a. St.-Pierre-les-Martigues

　　　TIAVGVSTO

　　　SACRVM

　　　SEX AELANIVS PISINVS

　　　DSPD

Ti.Augusto

SaCrUm

Sex.Aelanius Pisinus

d(e)s(ua)p(ecunia)d(edit).

ｂ．Ｃａｒｒｙ-ｌｅｓ-Ｒｏｕｅｔ

　　　ＣＡＥＳＡＲＩ

　　　ＧＥＲＭＡＮＩＣＯ

　　　Ｃ．…　ＣＯＳ ＩＩＩ

　　　ＳＥＸ ＡＥＬ ＮＩＶＳ ＰＩＳＩＮＶＳ

　　　ＳＥＶＩＲ ＡＶＧＶＳＴＡＬＩＳ

　　　ＤＳ　Ｄ

Ｃａｅｓａｎ

Ｇｅｒｍａｎｉｃｏ
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C….cos.III

Sex. Ael(a)nius

sevir augustalis

d(e)s(ua)(p[ecunia])d(edita).

Ａ＆ｍａ･５ａｆ�明即aljyeaj･り/，j9rj9卯j

　a.の碑文はティペリウス帝に対してであるが、b.の碑文はカリグラ帝に対してアウグスター

レースのSex.アエラニウス・ピシヌス（Sex.Aelanius Pisinuい（8）がカエサル・ゲルマニクス（カ

リグラ帝）に自己の費用で奉献を行っている。この場合、皇帝は後にみる健康（salus）や名誉

　（honos）という用語の媒介なしに、皇帝それ自身に対して直接奉献が行われており、ここから

すればアウグスターレースと皇帝との心理的距離は比較的近いように思われる。

［2］CIL XII,4341（Narbo＝Narbonne,98年）

　　この稗史はフランス南部のローマ植民市ナルボ（現ナルボンヌ）で発見されている。

　作文の年代は，トラヤーヌス帝の治世第一年目の98年｛田である。

ＩＭＰ

（）ＡＥＳＡＲＩ ・ＤＩＶＩ・ ＮＥＲＶＡＥ ・Ｆ

ＮＥＲＶＡＥ ＴＲＡＩＡＮＯ ・ ＡＶＧ ・ ＧＥＲＭ ・ＰＯＮＴ ・ ＭＡＸ ・ＴＲＩＢ ・ＰＯＴ ・ＣＯＳ ＩＩ

Ｑ ・ｓ／ｙ几ｌｖｓ／ｙ／ＡＮｖｓ・ Ⅲｍ ｖｌＲ ・ ＡＶＧｖｓＴＡＬ ・ ＤＥ ・ｓｖＡ ・ ＭＥＤｌｏｃＲＩＴＡ

　ＭＥＮＴＯ ・ＦＩＥＲＩ・ＰＯＮＩＱＶＥ ・ＩＶＳＳＩＴ

in parte aversa:

AD ・ VRNAM ・ POTE(tis?)

lmp(eratori)

(C)aesaridivi Nervae f(ilio)

Nervae Traiano Aug(usto)Germ(anico)pont(ifico)m(aximo)trib(unicia)pot(estate)co(n)s(ul-

ibus)I】

Q.s(erv)i】ius…anusseviraugustal(is)desua mediocrita(te)

(testa)mentoflen ponlque lusslt.

＜裏面＞

ad umam pote(tis?)

　ここでは、アウグスターレースであるQ.セル［ウィ］リウス・。。。アーヌスが、トラヤー

ヌス帝のために、帝の治世第一年目（98年）、自己のつつましい財産から遺言によって奉献する

ことを命じている。この人物が奉献したものは明らかではないが、碑文の内容からして何らかの

公共施設と思われる尚。この碑文でもまたアウグスターレースが皇帝それ自身に直接的な表現

をもって奉献を行っているがゆえに、アウグスターレースの皇帝に対する意識は非人格的なもの

ではないように思われる。
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　［3］CIL XIII､1751（Lugdunum､160年）

　この石碑は現在リヨンのガロ・ローマ文明博物館に収蔵されているが、それに刻まれている碑

文はタウロボリウム（後述）を表す図像とともに有名である。碑文年代はコンスル暦からして、

アントニヌス・ピウス帝の末年の160年である。

ＴＡＶＲＯＢＯＬＩＯ ・ ＭＡＴＲＩＳ ・ Ｄ ・ Ｍ ＩＤ

ＱＶＯＤ ・ＦＡＣＴＶＭ ・ＥＳＴ ・ ＥＸ ・ＩＭＰＥＲＩＯ ・ ＭＡＴＲＩＳ ・Ｄ

ＤＥＶＭ

ＰＲＯ ＳＡＬＶＴＥ ・ＩＭＰＥＲＡＴＯＲＩＳ ＣＡＥＳ ・Ｔ ・ ＡＥＬＩ ・

ＨＡＤＲＩＡＮＩ ・ ＡＮＴＯＮＩＮＩ ・ ＡＶＧ ・ ＰＩＩＰ ・ Ｐ

ＬＩＢＥＲＯＲＶＭＱＶＥ ・ＥＩＶＳ

ＥＴ ・ ＳＴＡＴＶＳ ・ＣＯＬＯＮＩＡＥ ・ＬＶＧＶＤＶＮ

Ｌ ・ ＡＥＶＩＬＩＶＳ ・ＣＡＲＰＶＳ ・ｌｉｉｉｉｌｖＩＲ ・ＡＶＧ ・ＩＴＥＭ

ＤＥＩＶＩＤＲＯＰＨＯＲＶＳ

ＶＩＲＥＳ ・ＥＸＣＥＰＩＴ ・ＥＴ ・Ａ ＶＡＴＩＣＡＮＯ ・ ＴＲＡＮＳ

ＴＶＬＩＴ ・ ＡＲＡ ・ＥＴ ・ ＢＶＣＲＡＮＩＶＭ

ＳＶ０ １ＮＰＥＮＤＩＯ ＣＯＮＳＡＣＲＡＶＩＴ

ＳＡ ＣＥＲＤＯＴＥ

Ｑ ・ ＳＡＭＭＩＯ ・ ＳＥＣＶＮＤＯ ・ ＡＢ ・ ＸＶ ・ ＶＩＲＩＳ

ＯＣＣＡＢＯ ・ＥＴ ・ ＣＯＲＯＮＡ ・ ＥＸＯＲＮＡＴＯ

ＣＶＩ ・ ＳＡＮＣＴＩＳＳＩＭＶＳ ・ ＯＲＤＯ ・ ＬＶＧＶＤＶＮＥＮＳ

ＰＥＲＰＥＴＶＩＴＡＴＥＭ ・ ＳＡＣＥＲ ＤＯＴＩ ・ＤＥＣＲＥＶＩＴ

ＡＰＰ ・ ＡＮＮＩＯ ・ ＡＴＩＬＩＯ・ ＢＲＡＤＶＡ ・ Ｔ ・ ＣＬＯＤ ・ ＶＩＢＩＯ

ＶＡＲＯ ＣＯＳ

ＬＤＤＤ

in dextro latere

CVIVS N/IESONYCTIVM

FACTVM EST V ID DEC

Taurobolio Matiris d(eum)m(agnum)ld(eae)

quod factum est ex imperio Matris d(11'

deum

pro salute imperatoris Caes(aris)T.Aeli

Hadriani Antonini Aug(usti)Pii p(atri)p(atriae)

liberorumque eius

et status coloniae Lugudun(i)

L. Aemilius Carpus sevir aug(ustalis)item

dendrophorus

vires excepit et a vaticano trans-

tulitara et bucranium

suo inpendio consacravil
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sacerdote

Q.sammio seeundo ab xv viris

occabo et corona exomato

cui sanctissimusordo Lugudunens(is)

perpetuitatemsacedotidecrevit.

App(io)Annio AlilioBradua T. Clod(io)vibio

varo eo(n)s(ulibus).

L(ocus)d(atus)d(ecreto)d(ecurionum).

＜右側面＞

cuius mesonyctium

factum est v ld(us)Dec(embres).

A＆777oj‘rs�｀召叩pu a･jls7sjり/，j9μ卯幻

　碑文によれば、L.アエミリウス・カルプスなるアウグスターレースにしてデンドロフォール

ス白）はアントニヌス・ピウス帝及び彼の子どもたちの健康（salus）のために、そしてローマ植

民市ルグドゥヌムの地位（status）のために、大地母神マグナ・マーテルの祭儀であるタウロボ

リウムを行っている（1几ここでは、アウグスターレースはデンドロフォールスを兼ねながら、

皇帝およびその家系と自己の都市のためにタウロボリウムという真夜中に雄牛の鮮血を浴びて行

う東方宗教に色濃く影響された祭儀を行っている。このアウグスターレースは単なる社会的機能

を帯びた役職ではなく、すぐれて宗教的・呪術的な機能を果たす役職であると言わなければなら

ない。とすれば、この場合におけるアウグスターレースと皇帝の関係は、もはや人格的とはいえ

ず、きわめて非人格的・超越的なものである可能性が高いように思われる。

［4］CIL xm,6366（Sumelocenna=Rottenburg,225年）

　この碑文はドイツ南部のロッテンブルク（古代名スメロケンナ）で発見された。碑文の年代は

記載されたコンスル暦から，セウェルス・アレキサンデル帝の225年である。

ＩＮ Ｈ Ｄ・Ｄ

ＭＭ‥ＳＳＩＶＳ

ＦＯＲＴＶＮＡＴＶＳ

ｌｉｉｉｉＩＶＩＲ ・ ＡＶＧ

ＮＥＧＯＴＩＡＴＯＲ

ＡＲＴＩ．．ＣＲＥＴＡ

．．ＡＥ Ｎ．．ＰＡＥＮＶＬ

ＯＭＮＩ Ｉ．．ＰＥＮ

ＤＩＯ ＳＶＯ ＦＥＣＩＴ

……ＤＥＸＴＲＯ

ＣＯＳ

ln h(onorem)d(omus)d(ivinae)

M.M(e)ssius
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Fortunatus

sevir aug(ustalis)

negotiator

arti(s)creta-

(n)ae n(egotiator)paenul(ae)

omni i(n)pen

dio suo tｾﾞcit.

(Fusco ll et)Dextr(o)co(n)s(ulibus).

　碑文では、石灰石（cretarius）および外套（paenula）の卸売商人であったアウグスターレース

のＭ．（メ）ッシウス・フォルトナートゥスが神なる皇帝家系の名誉に対して、奉献をすべて自

己の費用で行っている。ここでは奉献の内容が明かではないが、このアウグスターレースは当時

のセウェルス・アレキサンデルという特定の皇帝ではなく、彼の家系に対して、しかも彼ら白身

に対して直接的ではなく、それの名誉に対して奉献をおこなっている。従ってここではアウグス

ターレースと皇帝との関係は、直接的・人格的なものではなくなっている。

　［5］CIL XIII,4192（14）（Reinsport，時期不明）

　この碑文はトレウェリー族の地，現在のトリアー近郊の地（ReinsPorth）で発見された。碑文

の年代は不明である。

ＩＮ・Ｈ・Ｄ・Ｄ・ＤＥＯ・

ＭＥＲＣＶＲＩＯ ＥＴ ・ ＲＯ

ＳＩＶＩＥＲＴＥＤＯＣＣＩ

ＡＰＲＯＳＳＶＳ ・ＥＴ ・ ＡＣ

ＣＥＰＴＶＳ ・ｌｉｉｉｉＩＶＩ

ＲＩＡＶＧＶＳＴＡＬ

Ｖ・Ｓ・Ｌ・Ｍ・

ln h(onorem)d(omus)d(ivinae)deo

Mercurio et Ro-

smert(a)e Docci

Aprossus et Ac-

ceptus sevl'

ri augusta1(es)

V(otum)s(olverunt)1(ibens)m(erito).

　碑文では、二人のアウグスターレースDoceius Aprossus(15)とDoeeius AccePtusが神なる皇帝家

系の名誉に対して、メルクリウスとロスメルタ(16)というこの土地で信仰されている神々へ誓願

を行っている。ここでは皇帝家系への礼拝が属州で信仰されている神々の礼拝に先行して碑文に

刻まれており、それ故アウグスターレースにとって前者が後者に対して優位にあるということで

あろう。
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［6］CIL XIII,4325（Divodurum＝Metz，時期不明）

　この碑文はフランス・ロレーヌ地方の都市メッツで発見されている。碑文の年代は不明であ

る。

…ＯＮＯＲＥＭ
・ ＤＯＭＶ…

…ＴＨＯＶＮＶＳ
・ ＳＥＸ ・ ?ＶＩＡＳＳＩＶＳ・ ＧＥＮ

…ＬＩＡＮＶＳ
・ Ｃ ・ ＣＥＬＳＩＶＳ ・ ＭＡＴＴＯＳ

…ＧＶＳＴＡＬＥＳ
・ ＡＱＶＡＭ ・ ＡＢ ・ ＯＲＩＧＩＮ･･

…ＮＴ
・ＥＴ ・ ＮＹＭＰＨＥＶＭ ・ＣＶＭ ＳＶ．．．

…ＲＯＩ?．．

ln h)onorem domu(s divinae(17))

(Cara)thounus Sex. Massius Gen…

…lianusC. Celsius Mattos

(seviriau)gustalesaquam ab origin(e)

(induxeru)ntet nymphaeum cum su(isomamentis)

…roi?…..

　碑文では、アウグスターレースである（カラ）トウヌス、C.マッシウス・ゲン…‥…1リア

ーヌス、C.ケルシウス・マットスの４人奏が、皇帝家系の名誉に対して、水源（o向o）から水を引

き、その装飾とともにニンファエウム（泉）を奉献している。これはアウグスターレースが個人

としてではなく、一つの団体として皇帝家系のために公共施設を建造している例である。建てら

れたものから判断して、多大の費用を要するものであり、アウグスターレースの財力を予想させ

る。ここでは他の碑文のごとくアウグスターレースが何らかの神々へ礼拝を同時に行うことな

く、皇帝礼拝を行うという姿が現れている。

［7］CIL XIII,5026（Lousonna＝Lausanne，時期不明）

　この碑文はスイスのローザンヌ（古代名ラウソンナ）で発見された。碑文の年代は不明である。

ＳＯＬＩ ・ ＧＥＮＩＯ ・ ＬＶＮＡＥ

ＳＡＣＲＶＭ ・ ＥＸ ・ ＶＯＴＯ

ＰＲＯ ＳＡＬＶＴＥ ＡＶＧＶＳ

ＴＯＲＶＭ ・ Ｐ ・ ＣＬＯＤ ＣＯＲＮ

ＰＲＩＭＶＳ ＣＶＲＡＴＯＲ ・ ＶＩＫＡ

ＮＯＲ ・ ＬＯＶＳＯＮＮＥＮＳＩＶＭ ・ ＩＩ

ｌｉｉｉｉｌ・ ＶＩＲ ・ ＡＶＧＶＳＴＡＬ ・ Ｃ ・ Ｃ ・ Ｒ

ＣＯＮＶＥＮＴＶＳ ・ ＨＥＬ ・ Ｄ ・ Ｓ ・ Ｄ ・

Soli genio Lunae
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sacrum ex voto

pro salute Augus‘

torum P. Clod(ius)Com(elia tribu)

Primus curator vika-

nor(um)Lousonnensium II

sevir augustal(is)c(urator)c(ivium)R(omanorurn)

conventus He1(vetiorum)d(e)s(uo)d(edit).

　碑文では、アウグスターレースのP.クローディウス・プリームスが皇帝達（Augusti）の健康

　（salus）のために、太陽（Sol）、ゲニウス（Genius）、月（Luna）へI尚、誓願によって祭儀を行

い、自己の費用で奉献を行っている。この人物はアウグスターレースの外に、ラウソンナ地区住

民（vikani Lausonnienses）の財務管理容（curator）を二度、それにヘルウェティイー裁判管区在

住ローマ市民（cives Romani eonventus Helvetiorum）の財務管理容を務めた。ここでは奉献の内

容は明らかではないが、一人のアウグスターレースが皇帝達およびローマの神々とその土地の

神々に対して、その属什に住む住民およびローマ市民のために礼拝を行っている。碑文の語順か

らして、このアウグスターレースにとって、神々への礼拝が皇帝礼拝に優先しているように思わ

れる。

［8］CIL XIII,5042（Minnodunum=Moudon，時期不明）

　この碑文はスイスのムドン（古代名ミンノドゥヌム）で発見された。碑文年代は不明である。
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Pro sa】utedomus divin(ae)

I(ovi)o(ptimo)M(aximo)lunon(i)Regin(ae)

aram Q. Ael(ius)Aunus se(vir)Aug(ustalis)

de suo. ltem donavit vican(is)

Minnodunes(ium)(denarios septingenti quinquaginta) ex
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per tridu(u)m eiusdem vican(is)dedit in aev(u)m.
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transferr(e)voluverint，

Hanc pecun(iam)inco1(is)co1(oniae)Aven-

ticensium darivolo.

L(ocus)d(atus)d(ecreto)V(icanorum)M(innodunensium)

Mez77Qjj3�･召g写ﾌualルe5jlty，J爾丿夕9司

　碑文では､アウグスターレースのQ.アエリウス・アウヌスが神なる皇帝家系の健康のために、

至高至善のユピテルと女王ユーノーに対して、自らの費用で祭壇を奉献している。そうしてこの

人物の所属共同体と思われるミンノドゥヌム地区の住民へ750デナリウスを付与し、その利子で

競技（gymnasium）を催し、そうして解読不能のため明らかではないが、何らかの祭儀を３日間

恒久的に行うことを指示している21）。ここでは碑文の語順として皇帝家系への礼拝がローマの

主神の礼拝に先行して置かれてあり、それ故、従来の神々の信仰より皇帝への礼拝が、しかも皇

帝家系に対するそれが優位に立っているかのような様相がうががえる。

［9］CIL XIII,8499（Divitia=Deutz，時期不明）

この作文はケルンのライン川対岸にある地区（Deutz）で発見された。碑文年代は不明である。
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　碑文では、M.サトゥルニLニ］ウス・エウプルス之というアウグスターレースが神なる皇帝

家系の名誉に対して、そしてこの土地の交易の守り神ネハレンニア（23?へ、そして自己と自己の

一族のために、誓願を行っている。ここではアウグスターレースにとって皇帝家系への礼拝が土

着の神への礼拝に優先している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　これまでみてきたところによれば、ガリアにおいてアウグスターレースと皇帝との関係は時代

とともに変転してきたように思われる。たとえば、１世紀の碑文([11、L2])においてはアウ

グスターレースは皇帝個人に対して直接奉献をおこなっており、皇帝礼拝にはいねば人間的な側

面が観察される。しかし２世紀の碑文([３])になると、神への礼拝と皇帝への礼拝が結び付け

られるようになり、その際、神への礼拝が皇帝への礼拝に対して優位にたっているように思われ
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る。そしてアウグスターレースの皇帝への礼拝はもはや皇帝個人という具体的な対象ではなく皇

帝の健康(salus)というやや抽象的な対象になり、皇帝とアウグスターレースの距離は次第に大

きくなっていく。そうして３世紀の碑文((列)になると皇帝礼拝の対象は神なる皇帝家系(do-

mus divinae)という優れて宗数的な表現をともなったものになった。

　碑文年代が不明なものについても、同じ様な傾向がみられる。例えば[７]の碑文ではアウグス

ターレースによるローマの神々への礼拝が皇帝礼拝に優先しており、逆に[８１、[９]の碑文では

皇帝礼拝がローマの神々あるいは土着の神々の礼拝に優先している。それ教正確な年代は不明で

あるが、年代の判明している碑文の事例から判断すれば、前者の碑文の方が後者の碑文よりおそ

らく時代的に新しいであろう。そうして碑文[６]のように神々への礼拝をともなわない神なる皇

帝家系への礼拝はおそらく３世紀の最終段階であるように推測される。またこれらの碑文年代の

不明なものは大半がガリアとゲルマニアとの境界地域で発見されており、このような辺境地域に

おいておそらくアウグスターレースによる皇帝礼拝は土着の神々への礼拝との根圧作用において

その機能の深化をおこすようになったと考えられる。

　このように、属州ガリアにおけるアウグスターレースと皇帝とのつながりは、時代が進展して

いくうちに、個人的・直接的・人間的なものから、集団的・間接的・抽象的なもの、言い替えれ

ば宗教的・超越的なものになっていったように思われる。したがってアウグスターレースの機能

として宗数的な側面もやはり厳然として存続しており、この側面を過小評価することは、アウグ

スターレースの実態を見誤ることになると思われる。
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